
このたび、日本水道鋼管協会（WSP）の会長に就任いたしましたJFEエンジニアリング㈱代表取締役社長の福田

一美（ふくだかずよし）です。まずは、これまで半世紀余にわたる当協会の活動に対して、お力添えをいただいた

関係省庁・事業体をはじめ、関係団体ならびに会員の皆様に対し、心より感謝いたしますとともに、今後ともご指

導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

当協会は、昭和42年 １ 月の創立以来、水道用鋼管に関わる技術開発、WSP規格や基準類の制定・改正をはじめ、

機関誌の発行、技術セミナーの実施（昨年度29回）、ホームページによる情報発信や水道資機材展への参加などを

通じて、水道用鋼管の普及促進を図ってまいりました。特に「WSP技術資料」として発刊されている水道用鋼管、

水管橋、鋼製配水池、断層用鋼管、ライニング鋼管などの基準・指針類は57種を数え、水道事業や建築配管分野に

おいて不可欠な存在として、実務者の皆様に広くご活用いただいております。さらに、当協会は平成16年度より関

連JIS規格の制定・改正等、維持管理を担当しております。

近年、人口減少や地震・洪水等の自然災害リスクの高まりなど、わが国のライフラインを取り巻く環境は非常に

厳しいものとなっております。2024年 １ 月の能登半島地震をはじめ、震度 ５弱以上の地震が多数発生したほか、

2025年 １ 月には埼玉県八潮市で下水道管路の腐食が原因と考えられる道路陥没事故が発生、さらに ４月には、京都

で老朽化した水道管の漏水に伴い、国道 １号線の交通を阻害する事故が発生するなど、上下水道施設の老朽化対策・

強靭化は喫緊の最重要課題として注目を集めております。パイプラインを基幹施設とする水道システムの重要性は

今後さらに増すものと考えられ、従来にも増して「更新・耐震化」のスピードアップを図り、強靭な水道システム

の再構築を進めていくことが肝要です。

当協会では、今年 ８月にWSP083-2025「ステンレス鋼製角形配水池設計指針（耐震設計編）」を新たに制定し、

動的非線形解析を基本とした耐震設計手法を確立しました。また、現在実施中のパイプ・イン・パイプ工法のDB

方式の在り方に関する研究を通じて、管路更新工事のスピードアップを図ってまいります。さらに、複数水道事業

体との共同研究により、埋設鋼管の期待耐用年数の算定に資するデータの蓄積・評価を行うことで、安全・安心か

つサステナブルな水道事業の実現のために尽力してまいります。私自身も会長として積極的に協会運営に参画して

いく中で、さらに活発な広報活動や情報発信、技術支援を続けていく所存ですので、引き続きご愛顧を賜りますよ

う宜しくお願い申し上げます。

最後になりますが、皆様方の益々のご発展とご健勝を祈念して、会長就任の挨拶とさせていただきます。

会長就任のご挨拶

1986年 ３ 月に東京大学大学院工学系研究科修士課程都
市工学専攻を修了、同年 ４ 月に川崎製鉄㈱入社。JFE
エンジニアリング㈱都市環境本部アクアシステム事業
部技術部長、同事業部営業部長、JFE Engineering（M）
Sdn. Bhd. 取締役社長、PT. JFE Engineering Indonesia 
取締役社長、JFE環境サービス㈱代表取締役社長、JFE
エンジニアリング㈱常務執行役員 環境本部アクア事業
部およびPPP事業部担当、常務執行役員 環境本部海外
事業部担当、専務執行役員 環境本部リサイクルビジネ
ス推進事業部管掌 環境本部海外事業部担当等を経て、
2024年 ４ 月より同社代表取締役社長。1962年 ３ 月 １ 日
生まれ。
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